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時計算と正多角形 

 

図において，短い針は時針，先が三角の長い針は分針，先が丸い長い針は秒針を表しています。以下の問

いに答えなさい。 

（１）時計の時針，分針，秒針の３つの針が進む速さの比を求めなさい。 

 

（２）時計の３つの針が，右図のように正三角形の異なる３つの頂点を同時に指すこ

とはありますか。ある場合，１２時ちょうどを過ぎてから，１回目にそのように

なるのは何時何分何秒であるか答えなさい。ない場合は，ないと答えなさい。 

 

（３）時計の３つの針が，正方形の異なる３つの頂点を同時に指すことはありますか。

ある場合，１２時ちょうどを過ぎてから，１回目にそのようになるのは何時何分何秒であるか答えなさ

い。ない場合は，ないと答えなさい。 

 

（４）時計の３つの針が，正五角形の異なる３つの頂点を同時に指すことはありますか。ある場合，１２時

ちょうどを過ぎてから，１回目にそのようになるのは何時何分何秒であるか答えなさい。ない場合は，

ないと答えなさい。 

 

（５）（２）～（４）のように正三角形から初めて順に正多角形を考えていった場合，時計の３つの針が正

多角形の異なる３つの頂点を同時に指すことがある，６番目の図形は正何角形ですか。また，１２時ち

ょうどを過ぎてから，１回目にそのようになるのは何時何分何秒ですか。 
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時計算と正多角形 （１）１：１２：７２０ （２）ない （３）ない （４）２時２４分０秒 

（５）正１３角形，１２時５５分２３
１

１３
秒 

 

（１）時針は１分間で０.５度，分針は１分間で６度，秒針は１分間で３６０度進むので， 

０.５：６：３６０＝１：１２：７２０です。 

 

（２）時針に対して分針と秒針が進む速さの比は，（１２－１）：（７２０－１）＝１１：７１９です。時針

が正多角形の頂点の１つを指している場合，分針はそれより１１×□進んだ頂点を指し，秒針は７１９

×□進んだ頂点を指しています。１１÷３＝３余り２，７１９÷３＝２３９余り２となって余りが等し

いため，分針と秒針は常に同じ頂点を指してしまいます。よって，異なる３つの頂点を同時に指すこと

はありません。 

 

（３）１１÷４＝２余り３，７１９÷４＝１７９余り３となって余りが等しいため，分針と秒針は常に同じ

頂点を指してしまいます。よって，異なる３つの頂点を同時に指すことはありません。 

 

（４）１１÷５＝２余り１，７１９÷５＝１４３余り４となって余りが異なるため，分針と秒針は異なる頂

点を指します。正五角形のとなりあう頂点は３６０÷５＝７２（度）離れていますから，１回目の場合，

秒針は分針より７２×（７２０－１２）度，分針は時針より７２×１１＝７９２（度）進んでいます。

よって，１２時０分０秒の７９２÷（６－０.５）＝１４４（分後）ですから，２時２４分０秒となり

ます。 
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（５）同様に割り算をしていくと，余りは次のようになります。 

 

正多角形 短針（０） 長針（１１） 秒針（７１９） 

正三角形 ０ ２ ２ 

正方形 ０ ３ ３ 

正五角形 ０ １ ４ 

正六角形 ０ ５ ５ 

正七角形 ０ ４ ５ 

正八角形 ０ ３ ７ 

正九角形 ０ ２ ８ 

正１０角形 ０ １ ９ 

正１１角形 ０ ０ ４ 

正１２角形 ０ １１ １１ 

正１３角形 ０ １１ ４ 

 

上の表のうち，暗くした行の正多角形は，３つの針のうち２つが同じ頂点を指してしまうため，条件

を満たしません。条件を満たす６番目の正多角形は，正１３角形です。正１３角形のとなりあう頂点は

３６０÷１３＝
３６０

１３
（度）離れていますから，１回目の場合，長針は短針よりも

３６０

１３
×１１＝

３９６０

１３
（度）進んでいます。よって，１２時０分０秒の

３９６０

１３
÷（６－０.５）＝

７２０

１３
（分後）

ですから，１２時５５分２３
１

１３
秒となります。 
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